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される支配の関係が，教育関係の根本(I';J特質であるということができるJ[ 1959 : 7 J。
この最後の活情には，近代的な子どもの権利の観念を，組歴史的な意味で、の教育関係の特質と
して担保するという， I際f信表史i'的2下杓ド内]特 j必掛妹己外抹|長;どヴ'I~性Y
それはともカか〉ぺく， 出家， 社会の機能としての教育という観点刊ユら， 教1脊奇におけるキ制組i江1織[内削!関芙羽H係系(こ
こでは教7育守苛ヲ若者者~守;二と t担制被t!皮;支{教育者の支配 i関渇係) の合E盟1型i担?討咋J↑担性1巳?
経'I~営j氾泣三立，午字学:の般 j底底にある発匁惣:lであることがE白出i日!解できる O このことから， 学校はこの国家， 社会の機能
としての教育を意図的， HI-iLliil'j;J，組織1"守に実現する合出的組織として規定されることとなる O 氏
は学校の本質について段々に述べているが， ここでは， 3 こ整盟したいと考える。
第一は，学校の I~I('<Jの所与性である。「教育はかくあるべきことを宣する法民IJの主体は教育政
策にあり，その執行という点で、教育行政が考えられるが，教育はかくある， という法WJを事実的


















とする人間関係論の役割であるJ[ 1965 : 162 J。また，氏が繰り返し「教育が大切なのであって，
学校が大切なのではないJC 1976 : 6 Jというものも，学校については凶家，社会から付与された


































同一規して取り扱うことは適当であるとはみとめられないjということになる(1965 : 109 J。
第二に，家庭や社会から直接もたらされる教育定、忠に対しても学校は意問、の主体として，自律
↑tj:を有するものと考えられる。「現代のように多様なそして高j支な教育的要求が~:校にもちこま
れていく l時代においては，学校長iらが相対的とはいえ， I~l 律的な視点を竪持してその学校の教育
意思を確立する，そして，学校が成し得る教育のi幅・深さというものを限定的にl明らかにするこ





































































































!捺日3[ 1991 Jは， I学校教育の自明性の喪失と正当性の危機が問題化するj一万， I学校教育は
巨大なく近代のプロジェクト〉として存続しているし，今後も存続し続けるjという「一見矛倍
した状況」を，組織としての学校という観点から， 3つのモデルについて説明している。まず第









環境としてのお1や社会から子ともの教育を全面的に委託されており， rルー スな統1IiljJ を特徴と
する『緩やかな組織構造Jと『タイトな統治jJにある『儀礼的分類jを維持することによって，
外部からの承認と支持を取り付けている，つまり，委託に応えているJとされる。
また，佐藤[1991 Jは， 日本の学校観を再検討し， 日本における学校教育の根強さともいうべ
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